
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「諸色相場之覚」は本陣当主・田中七左衛門が

安政 5 年（1858）2 月 18 日、鳥取藩主・池田慶

徳(いけだよしのり)に宛て、事前に草津宿周辺の物

価の相場を伝えるために書かれたものだと考え

られます。 

池田慶徳は水戸藩主・徳川斉昭(なりあき)の五

男で、鳥取藩主の池田慶栄(よしたか)が急逝した

ことから、幕命を受け、鳥取藩主となった人物

で、安政 5 年 2 月 7 日～28 日に参勤交代の帰路

についていました。池田慶徳が称している松平

相模守(まつだいらさがみのかみ)・因幡少将(いなばし

ょうしょう)の名前が安政 5 年の大福帳（草津宿本

陣蔵）に記載されており、2 月 20 日に当本陣に

宿泊したことが分かります。 

 本資料には金小判や銀を銭貨に両替するとき

の金額や、上旅籠(はたご)・下旅籠・木賃宿(きちん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やど)に泊まる際の値段、食材や草鞋(わらじ)など

参勤交代などで必要になるものの価格が記され

ていて、当時の宿泊代や物の値段、食事情などが

分かる資料となっています。金一両に対する銀

の両替が書かれている理由は、当時流通する貨

幣の主流が江戸では金、大阪や京都では銀と異

なっていたためです。本陣では、その換算率にし

たがって休泊の下賜金などが支払われていたと

されています。 

 また、本資料には「玉子拾ツニ付 弐百文」と

書かれています。当時の 1 文を現在の 20 円と換

算（諸説あり）すると、卵 10 個が約 4,000 円と

なります。他にも塩一升が約 1,440 円となるな

ど、当時の物の価値が現在と違っていることが

分かります。 

（令和７年 11 月・草津宿本陣 杉浦 智里） 
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（草津宿本陣蔵） 


